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① 尿中 TRX の酸化ストレス特異性の検証 
尿中 TRX に関する報告がほとんど無いため、尿
中 TRX を様々な 8 腎疾患で測定した。尿中 TRX は
AKIで特異的に上昇しており、カットオフ値を35.2 
ng/mgCr とした場合、感度 0.9、特異度 0.82、AUC 0.9
の高精度で AKI の診断に有用であることが判明し
た。尿中 TRX が早期 AKI マーカーとして利用可能
かどうかを調べるために、人工心肺開始後、1時間
毎に採尿をして尿中 TRX の推移を調べた。尿中 TRX
は早期 AKIマーカーの代表である尿中 NGAL とほぼ






















した。AKI での尿中 TRX 増加機序を調べるため虚血
再還流後のマウス腎を継時的に免疫染色で観察し



















（Am J Physiol 投稿
中） 
② 尿中 TRX の迅速
測定法（化学発光酵
素 免 疫 測 定 法
（CLEIA））の開発 
①の結果から尿中
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